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鍵篭獣鋲士

年
頭
の
ご
挨
拶

理
事
長
　
進
　
和
彦

美
し
い
樹
林
に
包
ま
れ
た
三
谷
の
丘
陵
地
に
整
然
と
建
つ
香

川
県
ふ
じ
み
園
の
施
設
群

一
帯
に
、
初
春
の
光
が
さ
し
込
む
輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ふ
じ
み
園
は
、
昭
和
五
十
四
年
開
設
以
来
四
十
六
年
、
利
用

者
の
高
齢
化
や
障
害
の
重
度
化
、
そ
し
て
施
設
劣
化
は
時
の
経

過
と
と
も
に
同
時
進
行
す
る
の
み
で
す
。
時
代
に
即
応
し
た
利

用
者
、
支
援
者
双
方
か
ら
喜
ば
れ
る
、
総
合
福
祉
施
設
整
備
計

画
基
本
方
針
の
立
案
を
す
る
大
切
な
時
期
か
と
存
じ
ま
す
。

ふ
じ
み
園
は
も
と
よ
り
、
利
用
者
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、

地
域
社
会
で
の
自
立
生
活
を
目
的
と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し

「利
用
者
の
人
権
尊
重

・
地
域
と
の
連

携

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
基
本
理
念
に
、
三
井
園
長
他

職
員

一
同
利
用
者
の
幸
せ
を
願
っ
て
職
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
辰
年
、
縁
起
の
良
い
千
支
と
言
わ
れ
様
々
な
願
い
を

叶
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
い
い
方
向
に

導
い
て
く
れ
る
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
や
か
れ
る
よ

う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
当
た
り
、
ふ
じ
み
園
関
係
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

前
年

の
ご
あ

い
さ

つ
保
護
者
会
長

大
西
●
ォ
子

塑
　
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
楽
し
い
お
正
月
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
ｉ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
及
ば
し、
た！
年
の
影
響
は
多
大
で
し

た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染
予
防
の
徹
底
な
ど
に
よ

っ
て
、

不
自
由
だ

っ
た
社
会
生
活
が
元
の
日
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
事
を

実
鋼
軋
願
騨
麟
財
ず

開
催
さ
れ
ま
す
第―…ｉ‐八
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
合
会
全
国
大
会

（愛
媛
大
会
）
に
参
加
致
し
ま
す
。
久

し
ぶ
り
に
他
県
の
方
と
の
対
面
で
の
意
見
交
換
や
交
流
を
深
め
、

様
々
な
地
域
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
知
る
良
い
機
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
ｆ

今
後
も
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
が
続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

工
夫
を
凝
ら
し
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
心
豊
か
な

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

おお ぞ 弓B

香川県丸亀市飯山町東坂元 3667  (

障害者支援施設  香川県 ,]、 じみ園   (
(ホームページ https://www.fuJimien.Org/)
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昼食は豪華な食事を頂き、満足ですυ

道の駅くるくるなるとでお土産を買つたり、お

芋ソフトも食べました恥

お芋と玉ねぎの映えスポットでハイ!チー粛B

(淡路。鳴門方面へ行きました)

お|お.そ|ぢ EI

お天気にも恵まれ、久しぶりの県外旅行を楽しむ

ことが出来ました。

豪華な昼食を食べた後、道の駅でお土産を買つて

いるとあちらこちらに美味しそうなスイーツがせ

しつかり堪能しました恥

者
ヽ

i

●

争
越

おすわり新間玉入れやパンつかみ競争がたの

しかつたよ!

嶋

.勇戦 レ拶。

|お 付ｂ

当

警覺 駒 鰺● Φ

香コイ県′よじみ

4年ぶ
')に

開催され、参カロしました。

玉入れやパン食い競技で楽しく体を動かすことが

出来ました。

サプライズゲストえ.封こ思わずハイタ～ッチ!

にんにくを植えるために

皮むきのお手伝いをしたよ鰺

玲
ど
口
襲

“

飯山高校の実習生

がレクリエーションとし

て、手遊び歌やボール

ゲーム、福笑いをして

くれました〒げ
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遺逸竃毯V筆Ⅲ

麟 妙
田村 翼さん

(だいち生活介護・通所)

10月 1日 から未〕I日 しています。

昔葉 t聴 く♂)が 大好 きマ
Wす

。

嵐がとって宅大好 きギす。
かろしくあ`願 いします!

頭に浮かんだイメージを作

品にした金丸さんの陶芸が出

品されました。
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県民いつせい地震防災訓練
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就実短期大学

香川短期大学

さぬき福祉専門学校
香川県立飯山高等学校

香川県立飯山高等学校

香川県社会福祉協議会

香川県立香川丸亀支援学校
香川県立香川中部支援学校
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支援学校の高等部2年生の現場実習では、生

活介護のいろいろな活動に参力llして楽しく過ご

しました。

高等部3年生は、卒業後に向けて就労継続 B型
の園芸作業やクリーエング作業を頑張りました。
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人形劇とダンスやゲームで盛り上がりました。

轄 ノヾスケットボール
子供のアヾスケットのコーチが、「バスケッ

トはどういうスポーツか?」 と問いかけ、
子供たちは「アウトナンバーを作り出すス
ポーツです」と即答する。バスケットも福

祉も目標・目的がはつきりしていないとぶれてしま

う。練習の目的、支援の目的を明確にすることが大

事である。メンノヾ―間の信頼関係が成り立ってない

と、パスがもらえない。それぞれのポジションが役

割を果たさないと、シュートまでたどり着けない。

ボールを運んでいくポイントガードが目立つがその

活躍のもとにはデフェンスの頑張りがある。

バスケットの試合や練習を見ていると、改めて基

本が大事だとも再認識する。福祉は人を幸せにする

仕事であるということを見失わないようにしなくちゃ

な。と思う今日このごろである。

おおぞらB 山□ 法子

11月 に全職員を対象とした虐待防止研修を

実施しています。今回は、園長からセルフチェッ
クや身体拘束についての講話後、5人程度のグ
ループに分かれ、グループ討議を行っています。

研修を通 して、自分自身を客観的に見直す場と

なればと考えています。
さて、人は当たり前のように日々を過ごして

いますが、何のために生きているか、皆さんは

考えたことがあるでしょうか。私の中の答えは
「人は幸せになるために生きる」です。そして、

その幸せは人によって異なり、人の数だけ何通
りもの幸せがあるでしょう。利用者さん、それ
ぞれの幸せを見つける手助けをすることが我々

支援員の仕事であり、虐待でその幸せが阻害さ
れないよう、これからも虐待防止、権利擁護に

努めてまいります。

虐待防止マネージャー だいち 浪越 雄太

介議案習 主

介護臨地実習

現 場 実 習


